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技術の概要

「プレートフック鉄筋」は、せん断補強鉄筋および中間帯鉄筋に用いるために、鉄筋に取り付けた定着具（以下、
プレートフック）がコンクリートに定着することにより、せん断力に抵抗し、かつ主鉄筋を拘束して部材の靭性を
確保する構造の鉄筋である。

プレートフックの寸法と形状

　　　　　　　　　　表−1　プレートフックの寸法 （単位：mm）

呼び名
ネジ部寸法 外形寸法

ピッチP 内径Di 谷径Do 外径D1 全長L 長径L1 短径R1 先端R2 厚さt
D13 7 12.4 14.7 22 44 61 35 5 8
D16 8 15.7 18.6 26 49 68 39 7 9
D19 8 18.9 22.3 30 50 77 45 8 10
D22 9 21.8 25.6 34 56 85 52 10 11
D25 10 24.8 29.0 38 62 95 60 11 12
D29 12 28.2 33.0 43 70 112 68 13 10
D32 13 31.4 36.6 48 76 118 76 13 11
D35 14 34.4 40.0 53 82 125 84 16 12
D38 15 37.5 43.5 57 88 131 92 17 13
D41 16 40.5 47.3 62 94 137 100 19 14
D51 20 49.2 57.8 76 117 155 122 23 18

図−3　プレートフックの形状

図−1　�半円形フックと「プレートフック鉄筋」の配筋例
（a）半円形フック （b）「プレートフック鉄筋」

図−2　「プレートフック鉄筋」
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審査証明の結果

（1）プレートフックと鉄筋の接合部の機械的性質
引張試験により、鉄筋と定着具の接合部の引張耐力は鉄
筋の規格引張強さ以上で、破断位置が母材鉄筋であること
が確認された。（図−4）

（2）高応力繰返し特性
高応力繰返し試験により、「プレートフック鉄筋」を用い
た定着具のコンクリート試験体からの抜出し量は、半円形
フックを用いた場合以下であることが確認された。（図−5）

（3）せん断補強鉄筋のせん断補強性能
梁部材の正負交番載荷試験により、「プレートフック鉄筋」
を用いた部材のせん断補強性能は、半円形フックを用いた
場合と同等であることが確認された。（図−6、7）

（4）主鉄筋の座屈抑制効果
柱部材の正負交番載荷試験により、「プレートフック鉄筋」
による主鉄筋の座屈を抑制する効果は、半円形フックを用
いた場合と同等であることが確認された。（図−8）

（5）部材の靭性
柱部材の正負交番載荷試験により、「プレートフック鉄筋」
を用いた部材の靭性は、半円形フックを用いた場合と同等
であることが確認された。（図−9）

プレートフック鉄筋

図−8　試験後の試験体状況 図−9　荷重−変位曲線（包絡線）

図−4　引張試験後の状況（SD390�D51）

（a）半円形フック試験体 （b）「プレートフック鉄筋」試験体

図−7　終局時の試験状況
（b）「プレートフック鉄筋」試験体

（a）半円形フック試験体

図−6　荷重−変位曲線

図−5　応力−抜出し変位関係(D51)
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技術の適用範囲

（1）�「プレートフック鉄筋」の基本形は、片端プレートフック型と両端プレートフック型の2種類とする。

片端プレートフック型 両端プレートフック型

表−2　「プレートフック鉄筋」の種類

（2）�「プレートフック鉄筋」は、柱・壁・梁・床板のコンクリート部材のせん断補強鉄筋および中間帯鉄筋として
用いる。ただし、外周部への適用は除く。

中間帯鉄筋せん断補強鉄筋

（壁状構造物） （梁状構造物） （フーチング） （柱状構造物） 

表−3　「プレートフック鉄筋」の適用例

（3）�「プレートフック鉄筋」は最外縁に配筋された鉄筋（被拘束鉄筋）に図−10（b）のように掛かることを原則
とする。なお、被拘束鉄筋および軸方向鉄筋をかかえるように配置する場合は、図−10（c）のようにその
角度を被拘束鉄筋に対して概ね45〜90度の間とする。

(a) (b) (c) 

図−10　「プレートフック鉄筋」の配置

（4）�「プレートフック鉄筋」に使用する鉄筋は、JIS�G�3112に適合する異形棒鋼「ネジテツコン」（SD295、SD345、
SD390、呼び名D13〜D51）とする。また、コンクリートの設計基準強度は21N/mm2以上とする。
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